
注意

危険

警告

●断熱材、防音材をかぶせた状態で使用しないでください。
　火災の原因となります。
●住宅の断熱施工天井には使用できません。
●接地工事（Ｄ種接地工事）を確実に行ってください。
　接地に不備があると感電の原因となります。
●電源線、出力線、アース線の接続はスリーブ等で結線後、シースの無い接続箇所からシースの部分まで全体を
　自己融着テープ処理して絶縁テープで仕上げ、確実に防水処理を行なって下さい。
　接続、保護が不完全な場合、感電・火災の原因となります。
●電源線、出力線、アース線の接続は、電気設備技術基準の省令弟７条、及び同解釈弟１２条に従って下さい。
　接続、保護が不完全な場合、感電・火災の原因となります。

●施工は、取扱説明書に従い確実に行ってください。
　施工に不備があると火災・感電・落下の原因となります。
●電源ユニットを並置する場合は、相互に熱影響を受けますので、十分間隔（5cm以上）をあけてください。
　また、箱の中に収納する場合は容積をできるだけ大きくしてください。
●電源ユニットの改造は絶対に行わないでください。火災・感電・落下の原因となります。
●必ず専用の灯具と組合せてください。火災・感電の原因となります。
●表示された電源電圧（定格電圧±６％）・周波数で使用してください。
　指定外の電源電圧・周波数で使用すると、火災・感電の原因となります。
●電源ユニットは、横転・逆転しないように設置してください。設置が不完全な場合、火災の原因となります。
●電源電線の接続は確実に行なって下さい。
　接続の不備があると、感電・火災の原因となります。
●単線とより線の直接接続（ねじり接続等）、専用工具以外での圧着は絶対にしないでください。
　接続不良となり、感電・火災の原因となります。　　　　

●屋内又は屋側用です。浸水が発生する場所、可燃ガスが発生する場所では使用しないでください。
　火災・感電・落下の原因となります。
●周囲温度は、－２０℃～４０℃で使用してください。指定外の周囲温度で使用すると、火災及びちらつきの原因となります。
●ライトコントロールとの組合せ使用はしないでください。火災の原因となります。
●万が一、電源出力線（二次側）が短絡した場合、故障する恐れがあります。
●片切消灯時の漏洩電流値が点灯時の値より増えるため、必ず警報機の感度を片切消灯時の値にて設定して下さい。
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工事店様へ、この説明書は保守のためお客様に必ずお渡しください。施工説明

・電源ユニットの取付には電気工事士の資格が必要です。施工は必ず工事店に依頼してください。

安全に関するご注意

保管用

施工説明書
取扱説明書

ＬＥＤ電源ユニット（屋内・屋側用）

品　番 適合灯具 必要ＬＥＤ電源ユニット数
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断熱材施工
不　可
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警告

●施工は、下記に注意して確実に行う。施工に不備があると、火災・感電・　故障の原因となります。

各部の名称と取り付け方

１． 取付前の確認をする。

　 ・ 電源質量 （０． ９ｋｇ） に十分耐えれるよう、 取付ボルト、 取付部の強度を確保してください。

　　 （取付ボルトはＭ８を使用する。） 不備があると落下の原因となります。

２． 横転 ・ 逆転しないように設置する。

　 ・ 垂直に取り付ける際は、 電源線が上を向かないように取り付けてください。

　　 取付部の形状は、 出力線が上側になるようにしております。

　 ・ 高所への取付時は安全のため、 落下防止ワイヤー等 （別途） の落下防止対策を施してください。

　　 ワイヤー径Φ１． ０以上、 たるみ４０ｍｍ以下。 対策を施さない場合、 落下の原因となります。

　 ・ 設置時に電源線、 出力線の湾曲部頂点からステーまでの距離が

　　１５ｍｍ以下にならないようにしてください。 防水性能が損なわれます。

　 ・ 設置が不完全な場合、 火災 ・ 感電 ・ 故障の原因となります。

３． 電源線、 アース線を接続する。

　 ・ 銘板に表示の結線図に従い、 電源線、 アース線を接続する。

　 ・ 口出し線の接続は、 電気設備技術基準の省令第７条、 および

　　同解釈第１２条に従うこと。

　 ・ 口出し線の接続は、 スリーブ等により確実に行い、 シースの無

　　い接続箇所からシースの部分まで全体を自己融着テープで巻いて

　　から絶縁テープ等で処理し、 十分に絶縁、 防水対策を行うこと。

　 ・ 電源側アースの接地は必ず行ってください。

　 ・ 不備がある場合、 火災 ・ 感電 ・ 浸水 ・ 故障の原因となります。

４． 出力線、 アース線を接続する。

　 ・ 銘板に表示の結線図に従い、 出力線、 アース線を接続する。

　　 灯具側配線は３芯ケーブル （０． ７５ｍｍ２以上） をご使用ください。

　 ・ 電源ユニットに通電した状態で接続しないでください。

　　 感電の原因となります。

　 ・ 灯具に接続される極性 （＋、－、 アース） にご注意ください。

　　 極性間違いの場合、 火災 ・ 感電 ・ 故障の原因となります。

　 ・ 灯具までの最大線長は１００ｍです。

　 ・ 口出し線の接続は、 電気設備技術基準の省令第７条、 および

　　同解釈第１２条に従うこと。

　 ・ 口出し線の接続は、 スリーブ等により確実に行い、 シースの無

　　い接続箇所からシースの部分まで全体を自己融着テープで巻いて

　　から絶縁テープ等で処理し、 十分に絶縁、 防水対策を行うこと。

　 ・ 不備がある場合、 火災 ・ 感電 ・ 浸水 ・ 故障の原因となります。

１５ｍｍ以下

ステー

電源線もしくは出力線

ステー

電源ユニット

銘板

ステー

電源線

出力線

茶（Ｌ）
青（Ｎ）

黄／緑（アース）

茶（＋） 青（－）

黄／緑

取付用穴

（アース）

電源線

茶 （Ｌ）

青 （Ｎ）

黄／緑 （アース）

出力線

茶 （＋）

青 （－）

黄／緑 （アース）

１． ０ｍｍ２Ｈ０５ＲＮ－Ｆ

１． ０ｍｍ２Ｈ０５ＲＮ－Ｆ

取付用適合ボルト Ｍ８

絶縁テープ等(別途)

口出し線の接続方法

スリーブ等により接続後、自己融着テープを巻く①

③自己融着テープの上に絶縁テープを巻く

シース端

②ビニルキャブタイヤケーブルの外被とシースとの
すきまから水の浸入を防ぐため、口出し線の
シース端を自己融着テープで巻く

スリーブ（別途）
自己融着テープ（別途）外被

シースの無い接続部

自己融着テープ（別途）
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各部の名称と取り付け方

●高所への取付時

　　高所への取付時は安全のため、 落下防止ワイヤー等 （別途） の落下防止対策を施して下さい。

　　万が一に備えた多重安全機構です。ＪＩＳ　Ｃ　２８０６に準拠したリングスリーブを専用工具で圧着接続し、

　　電源線のたるみを電源ユニットが４００ｍｍ以上落下しないように調整する場合は、 落下防止ワイヤーの

　　設置は不要です。

　　ワイヤー径Φ１． ０以上、 たるみ４０ｍｍ以内。

　　弊社ＮＮＹ２８５４４ （別途） を使用した場合の取付例を下記に示します。

　　 ・ ワイヤー先端をワイヤー取付用穴に通す。

　　 ・ 落下防止ワイヤーを電源ユニットより高い位置で滑り落ちないように

　　　 ＮＮＹ２８５４４ （別途） に付属の落下防止金具を使って確実に固定

　　　 してください。

　　　　（推奨締付トルクＭ５ ： １． ０Ｎ・ｍ）

　　　　※落下防止金具の通し穴には、 ワイヤーを１本づつ通してください。

　　　　　 ワイヤー固定が不均等になり、 電源ユニットの落下の原因となります。

　　　　※ワイヤーのたるみは、 落下高さが４０ｍｍ以下になるように調整して下さい。

　　　　※ワイヤーの巻きつけ ・ 固定が不十分だと電源ユニット落下の原因となります。

警告

●施工は、下記に注意して確実に行う。施工に不備があると、火災・感電・　故障の原因となります。

ワイヤー取付用穴

●誤った設置方法

出力線

電源線

電源線

ワイヤー取付用穴

アイボルト等（別途）

落下防止金具

落下防止ワイヤー

電源ユニット

落下高さ４０ｍｍ以下

・ 垂直に取り付ける場合、
　アイボルト等 （別途） を
　使用し、 落下高さが
　４０ｍｍ以下になるように
　ワイヤーのたるみを調整
　して下さい

・横転させて使用しないでください。 ・出力線が上側になるように取り付けて

　ください。

電源線

出力線

電源ユニット

垂直取付の場合　

水平取付の場合 垂直取付の場合



注意

警告
●電源ユニットの改造は絶対に行わない。火災・感電・落下の原因となります。
●万が一煙が出たり、変な臭いがするなどの異常状態のまま使用しない。火災・感電の原因となります。
　速やかに電源を切り、販売店・工事店にご相談ください。

●お手入れの際は必ず電源を切って、しばらくしてから行う。感電の原因となります。
●照明器具には寿命があります。設置して１０年（※）経つと、外観に異常がなくても内部の劣化は進行しています。
　点検・交換してください。　※使用条件は周囲温度３０℃、１日１０時間点灯です。
●周囲温度が高い場合・点灯時間が長い場合などは寿命が短くなります。
●１年に１回は「安全チェックシート」に基づき自主点検してください。３年に１回は工事店の専門家による点検を
　お受けください。
　点検せずに長時間使い続けるとまれに落下・感電・火災などに至る場合があります。

注意
●必ず電源を切ってから行ってください。
　感電の原因となります。

●保証期間について
　この商品の保証期間は３年間です。
●保証書について
　保証書が必要な場合は、弊社代理店または弊社営業所へお申し出ください。
●補修用性能部品について
　弊社はこの電源ユニットの補修用性能部品（電気部品）を製造打ち切り後、６年間保有しております。
　補修用性能部品には、同等機能を有する代替品を含みます。

お客様へ、この説明書は必ず保管してください。取扱説明

安全に関するご注意

お問い合わせ先　パナソニック　照明と住まいの設備・建材お客様ご相談センター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0120-878-709（フリーダイヤル）　0120-872-460（ＦＡＸ）

パナソニック株式会社　ライティング機器ビジネスユニット 〒571-8686 大阪府門真市門真1048

品　番定　　格

NYK02800LE9 0.72-0.30A 72-71WAC100-242V 50Hz/60Hz

電　圧 入力電流 消費電力 周波数

保証について

●器具の清掃について
　汚れを落とす場合は、石けん水にひたしたやわらかい布をよく
　絞ってふきとり、乾いた布で仕上げてください。
　アルカリ系洗剤、シンナー、ベンジンでふかないでください。
　変色・変質の原因となります。
　強い水圧をかけての清掃はしないでください。
　感電の原因となります。

お手入れについて

A0518-010718


